
　　　第10次帯広市交通安全計画（原案）の概要

第１章 計画の概要

１ 目 的 人命尊重の理念の下に交通事故のない社会を目指し、総合的な交通安全対策の推進と市民の安全確保を図る

２ 計画期間 平成28年度から平成32年度までの５年間

３ 考 え 方 国・道の計画との整合を図るとともに、少子高齢化や法改正などの変化に対応し、交通安全教育、道路交通環境の整備や

救助救急活動などの充実を図り、市民参加、協働の視点に立った施策を推進

４ 位置付け 交通安全対策基本法に基づく計画で第六期帯広市総合計画の分野計画

第３章 交通安全計画における目標

１ 目標

○ 24時間死者数は、限りなくゼロに近づける

○ 交通事故発生件数及び負傷者数は、

第９次計画の最終年の数値より確実に減少させる

・ 高齢ドライバーによる交通事故発生件数の減少

・ 高校生の自転車事故負傷者数の減少

２ 目標達成のための重点

（１） 重点的に対応すべき対象

① 高齢者及び子どもの安全確保

② 歩行者及び自転車の安全確保

③ 生活道路における安全確保

（２） 事故が起きにくい環境をつくるために留意すべき事項

① 交通実態等をふまえたきめ細かな対策の推進

② 地域ぐるみの交通安全対策の推進

③ 先端技術の活用推進

第４章 交通安全施策

１ 交通安全教育及び広報活動の充実

（１） 段階的かつ体系的な交通安全教育の推進

（２） 効果的な交通安全教育の推進

（３） 交通安全に関する普及啓発活動の推進

（４） 交通の安全に関する民間団体等の主体的活動の推進

（５） 市民の参加・協働の推進

（６） 冬季間における交通安全教育及び広報活動の充実

（７） 踏切道における交通安全教育等の推進

２ 道路交通環境の整備

（１） 生活道路等における人優先の安全・安心な歩行空間の整備

（２） 高規格道路の活用促進による生活道路との機能分化

（３） 幹線道路における交通安全対策の推進

（４） 自転車利用環境の総合的整備

（５） 公共交通機関の利用促進

（６） 災害に備えた道路交通環境の整備

（７） 総合的な駐車対策の推進

（８） 交通安全に寄与する道路交通環境の整備

（９） 冬季道路交通環境の整備

（10） 踏切道の改良及び踏切保安設備の整備等の促進

３ 救助・救急活動の充実

（１） 救助・救急体制の整備

（２） 救急医療体制の整備

（３） 救急関係機関の協力関係の確保等

４ 被害者支援の推進

（１） 交通事故相談活動の充実

（２） 交通事故被害者支援の充実

第２章 交通事故の特徴と課題

１ 交通事故の特徴

（１） 交通事故発生件数は減少

（２） 人対車両の事故割合が徐々に増加

（３） 事故原因は運転手等の不注意

（４） 加害者に多い若者と高齢者層のドライバー

（５） 死亡交通事故の被害者は高齢者が多い

（６） 信号機等のある交差点で多く発生

２ 交通事故のない社会の実現に向けた課題

（１） 交通安全意識の啓発

（２） 交通安全環境の整備

（３） 救急体制の充実及び被害者支援の推進

第５章 計画の推進体制

１ 帯広市交通安全実施計画の策定

毎年度、市が講ずべき施策に関する市交通安全実施計画を

策定し、各種の交通安全施策を着実に推進

２ 計画の推進体制

（１） 市交通安全対策推進委員会

庁内関係部局で構成され、所管等の明確化と連絡調整

（２） 市交通安全市民会議

交通安全上の諸問題について市民意見を聴く附属機関

３ 交通安全に関する情報の共有化

事故発生状況や被害状況等の把握に努め、情報提供に努める

●交通事故の発生件数は減少

●加害者に多い若者と高齢者ドライバー

●死亡交通事故の被害者は高齢者が多い

●高校生の自転車乗車中の事故が多い

区 分 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

発生件数（件） 644 556 514 463 345

死者（人） 8 5 4 5 9

負傷者（人） 747 640 571 508 378

（資料：帯広警察署）

市内で発生した交通事故の件数及び死傷者数について

区分 四輪乗車中 自転車乗車中 歩行中

高校生 0.54 3.44 0.25

全年齢 2.68 0.38 0.26

（資料：十勝総合振興局）

千人当たり状態別負傷者数　　H22-H26


